
149 イエス、徴税人ザアカイを救う 

ルカによる福音書 19：1～10  
NIV：Zacchaeus the Tax Collector / NKJV：Jesus Comes to Zacchaeus’ House 
 
01イエスはエリコに入り、町を通っておられた。 
 
02そこにザアカイという人がいた。この人は徴税人（口語訳：取税人）の頭で、金持ちであった。 
→ザアカイについての記述はここだけである。ローマ帝国は、徴税の権利書を発行した。この権利書は一

般に裕福な異邦人に与えられ、徴税人（元締め）に雇われた地元の人が税を徴収した。ユダヤ人は徴税人

を宗教的に汚れている（→罪人、売国奴等）と考え、裏切り者と見なした。 
 
03イエスがどんな人か見ようとしたが、背が低かったので、群衆に遮られて見ることができなかった。 
04それで、イエスを見るために、走って先回りし、いちじく桑の木に登った。 

そこを通り過ぎようとしておられたからである。 
→いちじく桑の木は、約 6ｍの高さになり、幹がとても太くなる。 
実は熟すと黒くなり、甘い果汁を含む。 
一番下の最初の枝は幹の低いところから生えるので、背

の低いザアカイでも登りやすかった。 
 

05イエスはその場所に来ると、上を見上げて言われた。 
「ザアカイ、急いで降りて来なさい。今日

● ●

は、ぜひあなたの家に泊まりたい。」 
→見上げて⇔見下して 
→N I V：“Zacchaeus, come down immediately. I must stay at your house today.” 
NKJV：“Zacchaeus, make haste and come down, for today I must stay at your house.” 

 
06 ザアカイは（こう言われたのに非常に驚き）急いで降りて来て、喜んで（回復訳：大喜びで）イエス
を迎えた。 
→この時点で、ザアカイは新生した。 
 
07これを見た人たちは皆つぶやいた。「あの人は罪深い男のところに行って宿をとった。」 
 
08しかし、ザアカイは立ち上がって、主に言った。 
「主よ、わたしは財産の半分を貧しい人々に施します。また、だれかから何かだまし取っていたら、それ

を四倍にして返します。」 
→ユダヤ人とローマ人の法では共に、盗みや騙して得た物には罰金を添えて償わなければならないと定

められ、４倍というのはユダヤ人の法で盗人が払わなければならないほぼ最大の額である（サムエル下

12：6）。 
 
09イエスは言われた。 
「今日、救いがこの家を訪れた。この人も（ユダヤ人も皆）アブラハムの子なのだから。 

10 人の子（→イエス）は、失われたものを捜して救うために来たのである。」 
→ザアカイが罪を告白して、救われ、神のご加護の下に置かれた。 
 
 
 
 



【参考】 聖書にある「徴税人」（一部） 

※聖書（新約聖書のみ）には、「徴税人」が 22回（聖句数：21）登場する。 
 
 
 
 
 
 


